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１ 諏訪湖流域下水道の概要 
 (1) 諏訪地域の概況 

 
   概要 
    諏訪地域は、東西約34.5km、南北約43km、岡谷市・諏訪市・茅野市・下諏訪町・富士

見町・原村（３市２町１村）で構成され、湖、温泉、高原、山岳等自然環境に恵まれ
た地域である。 
表1-1-1                     （令和５年３月３１日現在） 

市 町 村 面積（k㎡） 世帯数（世帯） 人口（人） 

 岡  谷  市 85.10 19,197 46,262 

 諏  訪  市 109.91 21,096 47,555 

 茅  野  市 266.59 24,183 55,304 

 下 諏 訪 町 66.87 7,817 18,509 

 富 士 見 町 144.76 5,782 13,881 

 原     村 43.26 3,005 7,667 

   計（Ａ） 716.49 81,080 189,178 

  県計（Ｂ） 13,561.56 844,256 2,007,647 

（Ａ）／（Ｂ）（％） 5.3 9.6  9.4 

（注）１.市町村面積、世帯数及び人口は、県情報政策課「毎月人口異動調査」による。 
２.面積県計は県情報政策課統計室資料（国土地理院調）による。 

 
   計画区域 
   諏訪湖流域下水道全体計画区域は、白樺湖流域を含み、岡谷市・諏訪市・茅野市・
下諏訪町・富士見町・原村・立科町（３市３町１村）で構成される。 

     
表1-1-2 流域整備区域内の面積及び人口     （令和５年３月31日現在） 

市 町 村 面 積（k㎡） 人口 (人) 

岡 谷 市 16.36 47,414 

諏 訪 市 18.16 47,926 

茅 野 市 32.46 53,448 

下諏訪町 5.75 18,976 

富士見町 18.38 2,302 

原   村 2.94 5,995 

立 科 町 3.35 93 

計 97.40 176,154 

（注） 面積及び人口は、関連公共下水道担当部局課集計報告による。 
 

   地    勢    本地域は、県のほぼ中央にあって、北東にかけては八ヶ岳に連なる山

塊、南西にかけては南アルプスに連なる山塊に囲まれた盆地であり、そ

の中心に諏訪湖が位置している。この諏訪湖には、周辺から大小 31 の

河川が流入しているが、流出する河川は天竜川一つであることから、典

型的な閉鎖性水域となっている。 

 

 

   地    質    諏訪盆地は、フォッサマグナの地域の西縁に当たる糸魚川－静岡構造

線（中部）の上に形成されている。盆地のほぼ半分を占める低地部の上

部地層は、泥炭質の泥、砂を主体とする軟弱地盤層であって、表層には

「すくも」と呼ばれる超軟弱な腐植土層が広く堆積している。 
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   気    象    太平洋側気候の影響を受けての、内陸的あるいは山岳的気候の特徴を

示している。通年で見れば晴天の日が多く、冬は厳寒の日が続くのに対

して、夏の気候は、猛暑日も少なく比較的涼しい。年間の降水量は、冬

期は比較的少ないが、冬期以外は県平均を上まわる。 

 
諏訪湖の水質   昭和30年代後半、経済成長による生活排水・工場排水などの増加

に伴い諏訪湖の水質は汚濁が急速に進んだ［外部負荷］。 
            湖底に堆積した底泥から窒素・りんなどの栄養塩類が溶出し、湖

の富栄養化が進み、アオコの発生、悪臭、さらにゴミなどの浮遊物
による汚染も発生した［内部負荷］。 

            諏訪湖の流域面積（531.2ｋ㎡）は湖の面積（13.3ｋ㎡）に比べ
て40倍と非常に大きいこと、諏訪湖に流入する河川が31と多く、流
出河川は釜口水門を源とする天竜川のみであること、諏訪湖の水深
は平均4.7ｍ（2.5～7.2ｍ）と浅いことなども汚濁が進んだ要因と
みられている。 

             外部負荷の対策として、昭和 46年に諏訪湖流域下水道整備の計画
に着手し、昭和 47 年下水道法及び都市計画法の事業認可を受けた。
昭和 50年に豊田終末処理場の建設に着手し、昭和 54年 10月に一部
供用開始した。以来 43 年が経過し、現在、３市３町１村、計画処理
人口約 17万 6千人の下水を高度処理しており、令和４年度末の下水
道普及率は 99.4%と、全国的に見ても高い水準を達成している。 
内部負荷の対策として、湖内に蓄積した底泥の浚渫が昭和44年度に
着手され、平成14年度までに約380万㎥が浚渫された（一定の効果が
得られた等の理由により平成15年度からは中止）。現在は浚渫に替わ
る浄化工法が検討され、第８期諏訪湖水質保全計画(Ｒ４～Ｒ８)にお
いて、新川・鴨池川・上川で川の持つ自然浄化機能を向上させる多自
然川づくりを実施、市街地及び農地等の流出水対策の推進、貧酸素対
策の推進及び調査研究が実施されている。 
 現在、諏訪湖の湖水中の窒素・りんの濃度は着実に低下し、令和４
年度には全窒素濃度及び全りん濃度は、環境基準値を下回るまでに回
復した。諏訪湖の透明度は、平成 11年には夏場でも約 0.8ｍまで回復し、

現在の年平均は約 1.0～1.3ｍとなっている。また、これと同時に毎年大

発生していたアオコやユスリカが激減した。 

 しかし、近年の透明度の改善に伴い、諏訪湖周辺に水草のヒシが大

量繁茂し、景観上の問題や湖底の貧酸素化等の課題が生じている。 
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２２　　  諏諏訪訪湖湖流流域域下下水水道道事事業業計計画画

((11))  全全体体計計画画

　諏訪湖流域下水道は諏訪湖及び天竜川の水質汚濁防止と生活環境の改善を目的に、
昭和46年12月に都市計画法に基づく都市計画決定を受け事業に着手し、その後の社会
情勢の変化に伴い昭和52年、54年、56年、60年、平成２年、４年、７年、13年に都市
計画決定の変更を行った。
　また、平成19年までに全体計画の変更を10回、下水道事業計画の変更を11回行っ
た。平成24年には、第11回目の全体計画の変更として上位計画である天竜川流域別下
水道整備計画や関連市町村の整備計画と整合を図り、平成28年度には、第12回目の変
更として全体区域、処理人口、処理水量を全体的に見直した。
　諏訪湖流域下水道事業の全体計画は表1-2-1(1)、(2)、(3)、下水道法事業認可計画
の概要は、表1-2-2(1)、(2)、(3)のとおりである。
　なお、現事業認可計画は令和６年度までであり、令和５年度から見直し作業に着手
する予定である。
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表表11--22--11((11))  全全体体計計画画

項目

市町村

表表11--22--11((22))  日日最最大大汚汚水水量量内内訳訳

項目

市町村

表表11--22--11((33))  処処理理施施設設

管　　渠

※

※

※

※

※

※

 ※ 都市計画決定幹線

ポンプ場

終末処理場

観光の内温泉汚水

－

5,100

計画処理人口
　　　　(人)

計画面積
　　　(ha)

1,636.0 

1,816.0 

概算事業費

日帰り

40,600 

8,200

2,100

１，０５０億円　　　　

宿泊

令和１７年目標年次

－岡 谷 市

立 科 町

富 士 見 町

9,300

9,300

－

－

－

－

293.5 

31.0 

7,857.1 

5,400 

100 

151,700 

茅 野 市

77,300

富 士 見 町 909

40,600 

47,900 

14,800 

2,300 

工場排水

岡 谷 市

2,357

4,060 4,428

3,449 95

4,550 110

家庭汚水 観光汚水

諏 訪 市

3,258.0 

575.0 

247.6 

下 諏 訪 町

原 村

流 域 計

流 域 計 59,923 13,942

諏 訪 市

(0 )

35

(㎥)

下 諏 訪 町

茅 野 市

(㎥)

(3,120 )

80 (80 )

立 科 町 40 0 950 (0 )

(㎥) (㎥)

16,037

16,037

原 村 2,133

15,739 (5,290 )

18,921

(㎥)

3,248

12,136

(㎥)

23,945

28,518

31,241

9,721

4,637

2,680

9988

(110 )

1,514 7,719

5,846

3,248

3,832

1,184

184

334

上 原 幹 線 φ1000 749         

4,300         

φ800 4,310         

幹　　線

φ2400～900 11,613         

6,332         

12,459         

10,808         

管渠径　　（ｍｍ） 管渠延長　　（ｍ）

白 樺 湖 幹 線 φ1000～450

富 士 見 幹 線 φ1000～600 5,420         

豊田終末処理場

諏訪市　豊田

水 処 理 方 式

計 画 水 量

敷地面積　（㎡）

下諏訪ポンプ場 1,320
60㎥/min×2台
（内1台予備)

面　　　積

  凝集剤併用型循環式硝化脱窒法＋急速ろ過法

汚 泥 処 理 方 式
濃縮→消化→脱水→焼却→溶融結晶化→
資源化（石材）利用｜→焼却灰場外搬出（セメント資源化）

面 積 187,000㎡

処 理 能 力 （全体計画Ｒ17）114,000㎥/日　（現在）137,700㎥/日

系 列 ５系列　１０池

（㎥/日） 流出水質(mg/L)

   BOD　140
   COD　110
   SS 　120
   T-N　 35
   T-P　　5

   BOD　 2.3
   COD  　10
   SS 　 1.8
   T-N   8.9
   T-P　 0.5

計画１日平均汚水量 87,400

計画１日最大汚水量 101,800

計画時間最大汚水量 156,400

流入水質(mg/L)

別荘

観光人口

（人／日）

－

－

－

9,000

5,100

700

－

－

3,000

17,800

地下水

(160 )

(1,820 )

φ1500～800

能　　　力

計

432

101,740

54,200

7,700

放 流 管 渠 そ の ２

小計

φ2400～450 55,354         

φ1500

湖 周 幹 線

茅 野 幹 線 φ1500～900

中 央 幹 線 φ1350～450

小計

放 流 管 渠 そ の １

西 山 幹 線 φ1000～400 1,242         

8,610         

上 社 幹 線 φ1000～800 6,731         
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表表11--22--22((11))  事事業業計計画画

項目

市町村

表表11--22--22((22))  日日最最大大汚汚水水量量内内訳訳

項目

市町村

表表11--22--22((33))  処処理理施施設設

管　　渠

※

※

※

※

※

※

 ※ 都市計画決定幹線

ポンプ場

終末処理場

計画１日平均汚水量

計画１日最大汚水量

計画時間最大汚水量

94,400

109,900

168,500

面 積

処 理 能 力

小計 φ1500～800 8,610         

系 列

計 画 水 量

187,000㎡

（事業計画Ｒ６）114,000㎥/日　（現在）137,700㎥/日

５系列　１０池

（㎥/日）

放 流 管 渠 そ の １ φ1500 4,300         

放 流 管 渠 そ の ２ φ800 4,310         

１，１２１億円　　　　

   BOD　140
   COD　110
   SS 　120
   T-N　 35
   T-P　　5

   BOD　 2.3
   COD   8.9
   SS 　 1.8
   T-N 　 10
   T-P　 0.5

流入水質(mg/L) 流出水質(mg/L)

豊田終末処理場

諏訪市　豊田

面　　　積 敷地面積　（㎡） 能　　　力

下諏訪ポンプ場 1,320
60㎥/min×2台
（内1台予備)

  凝集剤併用型循環式硝化脱窒法＋急速ろ過法

濃縮→消化→脱水→焼却→溶融結晶化→
資源化（石材）利用｜→焼却灰場外搬出（セメント資源化）

水 処 理 方 式

汚 泥 処 理 方 式

白 樺 湖 幹 線 φ1000～450 10,808         

小計 φ2400～450 55,354         

上 社 幹 線 φ1000～800 6,731         

上 原 幹 線 φ1000 749         

幹　　線 管渠径　　（ｍｍ） 管渠延長　　（ｍ）

湖 周 幹 線 φ2400～900

西 山 幹 線 φ1000～400 1,242         

富 士 見 幹 線 φ1000～600 5,420         

11,613         

茅 野 幹 線 φ1500～900 6,332         

中 央 幹 線 φ1350～450 12,459         

998

流 域 計 66,243 14,985 15,221 (5,290 ) 13,416 109,865

立 科 町 40 0 950 (0 ) 8

4,734

原 村 2,291 33 80 (80 ) 464 2,868

富 士 見 町 988 3,451 95 (0 ) 200

32,234

下 諏 訪 町 7,031 301 2,357 (1,820 ) 1,424 11,113

茅 野 市 19,908 4,384 3,910 (160 ) 4,032

27,357

諏 訪 市 17,657 1,609 7,719 (3,120 ) 3,576 30,561

岡 谷 市 18,328 5,207 110 (110 ) 3,712

(㎥) (㎥) (㎥) (㎥) (㎥) (㎥)

家庭汚水 工場排水 観光汚水 地下水 計
観光の内温泉汚水

流 域 計 7,323.6 167,700 75,850 16,800 8,570

立 科 町 31.0 100 5,100 3,000 －

原 村 293.5 5,800 － － －

富 士 見 町 209.6 2,500 2,100 － －

下 諏 訪 町 563.0 17,800 8,200 700 －

茅 野 市 2,811.5 50,400 6,250 4,100 8,570

諏 訪 市 1,779.0 44,700 54,200 9,000 －

岡 谷 市 1,636.0 46,400 － － －

目標年次 令和６年 概算事業費

計画面積
　　　(ha)

計画処理人口
　　　　(人)

観光人口

（人／日）

日帰り 宿泊 別荘
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３３  建建設設事事業業  
（（11）） 管管    渠渠  

・下諏訪ポンプ場耐震設計を実施し、完了した。 

・雨天時浸入水対策計画を策定した。 

 
（（22）） 終終末末処処理理場場  

・特高受変電設備改築工事を継続して実施し、R4分は R5へ繰越した。 

・焼却灰搬出ホッパ建設工事を継続して実施し、R4分は R5へ繰越した。 

・耐水化計画により沈砂池ポンプ棟、第 1、２放流ポンプ棟、第２塩素滅菌棟の耐水化

診断を継続して実施し、R4分は R5へ繰越した。 

・次期（R6～）下水道ストックマネジメント計画策定を実施し、R4分は R5へ繰越した。 

 
（（33）） 建建設設事事業業費費等等  

・建設事業費の内訳 表１－３－１ 

・諏訪湖流域下水道事業進捗状況 表１－３－２ 

・汚泥処分場事業 表１－３－３、１－３－４ 
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